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合と同様に、熱残留応力の影響を考慮した最大エネルギ解放率 G * ma x で疲労き裂進
展挙動が評価できることを示した。さらに、荷重比の異なる疲労試験を実施し、応
力比依存性について調査した。熱残留応力を考慮した解析的評価により、き裂先端
京都大学 博士（工学） 氏名 松 田 博 和 
の真の応力比 R n e t は荷重比 RP よりも大きな値となることを示した。また、真の応力





し、モードⅡ型負荷下の疲労き裂進展挙動には、最大エネルギ解放率 G * ma x と修正
エネルギ解放率範囲 (Δ√G*)2 の両方が寄与することを示した。すべてのき裂進展速度
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学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 1 月 20 日、論文内
容とそれに関連した事項について試問を行い、申請者が博士後期課程学位取得基準
を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
要旨公開可能日：     年   月   日以降 
 
